
事
業
者
か
ら
使
用
済
み
自
動
車
の
リ

サ
イ
ク
ル
に
関
連
す
る
移
動
報
告
情

報
を
受
け
、
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
し
、
関

連
事
業
者
に
必
要
な
情
報
を
提
供
す

る
一
連
の
情
報
管
理
業
務
を
行
う
う
え

で
、
独
自
の
情
報
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し

て
い
る
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー
や
各
プ
ロ

セ
ス
を
担
当
す
る
事
業
者
な
ど
、
自
動

車
リ
サ
イ
ク
ル
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

と
し
て
の
役
割
が
明
確
に
な
り
、
廃
棄

物
の
削
減
と
資
源
の
有
効
利
用
を
目

指
す
た
め
に
不
可
欠
な
基
盤
と
し
て

機
能
し
て
き
た
が
、
導
入
か
ら
の
時
間

経
過
や
拡
張
性
の
限
界
な
ど
に
よ
り
、

シ
ス
テ
ム
の
リ
プ
レ
ー
ス
は
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
た
。

「
現
在
の
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、
05
年

１
月
の
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
の
本

格
稼
働
に
当
た
り
、
急
ピ
ッ
チ
で
完
成

さ
せ
た
も
の
で
す
。
技
術
仕
様
が
20
年

近
く
前
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、

細
か
な
機
能
追
加
を
重
ね
た
こ
と
で
、

シ
ス
テ
ム
処
理
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
低

下
の
リ
ス
ク
が
高
い
状
態
と
な
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
現
在
の
情
報
シ
ス
テ

ム
は
新
し
い
業
務
ニ
ー
ズ
や
技
術
の
導

入
に
当
た
り
求
め
ら
れ
る
拡
張
性
に

制
約
が
あ
る
こ
と
も
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て

い
ま
す
。
自
動
車
業
界
を
取
り
巻
く
環

境
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
よ
り

柔
軟
で
拡
張
性
あ
る
情
報
シ
ス
テ
ム
が

「
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
ダ
ス
ト
（
有
用
な
部

品
や
鉄
な
ど
の
金
属
資
源
な
ど
を
回

収
し
た
後
に
残
る
樹
脂
や
ゴ
ム
）」「
エ

ア
バ
ッ
グ
類
」「
フ
ロ
ン
類
」
の
３
つ

を
引
き
取
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
適
正
に

行
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
今
後
は
構
成
部
品
や
素
材
の
変
化

が
進
む
可
能
性
が
あ
る
こ
と
で
、
リ
サ

イ
ク
ル
に
関
連
す
る
物
流
や
技
術
、
さ

ら
に
は
制
度
面
へ
の
影
響
が
あ
る
こ
と

が
予
見
さ
れ
て
い
る
。
栗
田
氏
は
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
例
に
挙
げ
、
次
の

よ
う
に
説
明
す
る
。

情
報
シ
ス
テ
ム
の
抜
本
的
な
大
改
造

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
は
、次
の
時
代
へ

自
動
車
業
界
の
潮
流
を
リ
サ
イ
ク

ル
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
と
く
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
の
は
、
電
気
自
動
車

や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
な
ど
と
い
っ
た
先

端
技
術
が
搭
載
さ
れ
た
次
世
代
自
動

車
の
普
及
拡
大
だ
。

こ
れ
ま
で
は
、
２
０
０
５
年
１
月
に

本
格
稼
働
さ
れ
た
自
動
車
リ
サ
イ
ク

ル
制
度
に
よ
り
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が

使
用
済
み
自
動
車
か
ら
発
生
す
る

必
要
と
な
り
ま
し
た
」

現
在
、
26
年
１
月
の
利
用
開
始
に
向

け
て
シ
ス
テ
ム
構
築
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
進
め
て
い
る
最
中
だ
が
、
大
改
造
の

肝
は
ク
ラ
ウ
ド
へ
の
移
行
だ
。
こ
れ
に

よ
り
シ
ス
テ
ム
保
守
の
簡
素
化
や
拡
張

性
の
向
上
を
か
な
え
る
だ
け
で
は
な
く
、

デ
ー
タ
活
用
の
幅
も
広
が
り
、
付
加
価

値
の
高
い
ツ
ー
ル
へ
と
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

す
る
と
い
う
。

自
動
車
業
界
の
未
来
戦
略
に
貢
献

大
改
造「
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」と
は

ま
た
大
改
造
で
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の

が
、
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
で
発
生
す
る

「
カ
ネ
・
モ
ノ
・
デ
ー
タ
」を
一
元
管
理
し
、

使
用
済
み
自
動
車
の
引
き
渡
し
か
ら
リ

サ
イ
ク
ル
完
了
ま
で
全
体
プ
ロ
セ
ス
の

可
視
化
を
テ
ー
マ
に
設
定
し
た
こ
と
だ
。

根
本
的
な
改
造
と
な
る
こ
と
か
ら
、
栗

田
氏
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ト
ッ
プ
と
し

て
積
極
的
に
関
与
し
、
課
題
や
意
思
決

定
の
ス
ピ
ー
ド
感
を
追
求
し
た
と
い
う
。

新
し
い
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
部
分
が
進
化
す
る
の
か
。

ポ
イ
ン
ト
は
大
き
く
分
け
て
４
つ
に
な

る
と
栗
田
氏
は
話
す
。

「
今
回
の
シ
ス
テ
ム
改
造
に
お
け
る

ポ
イ
ン
ト
は
、①
Ｌ
ｉ
Ｂ
の
情
報
提
供
に

よ
る
効
率
的
な
回
収（
Ｌ
ｉ
Ｂ
の
ト
レ
ー

「
次
世
代
自
動
車
の
普
及
が
進
む
中

で
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
観
点
か
ら
と
く
に

課
題
と
な
る
の
は
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電

池
（
以
下
、Ｌ
ｉ
Ｂ
）
の
回
収
と
、
３

Ｒ（Reduce

・Reuse

・Recycle

）
の

仕
組
み
づ
く
り
で
す
。
Ｌ
ｉ
Ｂ
に
は
希

少
金
属
で
あ
る
コ
バ
ル
ト
や
ニ
ッ
ケ
ル

が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
資
源
循
環
の

観
点
か
ら
も
適
切
に
回
収
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
が
、
現
状
の
Ｌ
ｉ
Ｂ
の
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ロ
セ
ス
は
多
岐
に
わ
た
る
こ

と
か
ら
処
理
コ
ス
ト
が
か
さ
み
ま
す
。

ま
た
、Ｌ
ｉ
Ｂ
は
非
常
に
重
い
た
め
リ

サ
イ
ク
ル
施
設
へ
の
運
搬
・
物
流
コ
ス

ト
も
か
さ
み
ま
す
。
今
後
、
さ
ら
に
普

及
が
進
む
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
適
切
か
つ
効
率
的
に
回
収
す
る
方

法
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」

変
化
に
強
い
情
報
基
盤
を
整
備

拡
張
性
や
効
率
性
の
向
上
を
重
視

こ
れ
ま
で
に
な
い
自
動
車
技
術
の
変

革
。
そ
れ
に
適
合
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
環
境
変
化
の
ス

ピ
ー
ド
に
対
応
で
き
る
柔
軟
な
情
報
シ

ス
テ
ム
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
Ｊ
Ａ

Ｒ
Ｃ
が
着
手
し
た
の
が
、
将
来
を
見
据

え
た
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
シ
ス
テ
ム
の
大

改
造
だ
。

Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｃ
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
関
連

サ
ビ
リ
テ
ィ
担
保
）、②
移
動
報
告
デ
ー

タ
（※

２
）
の
蓄
積
・
活
用
に
よ
る
自
治
体

と
の
連
携
強
化
、③
他
シ
ス
テ
ム
と
の

情
報
連
携
強
化
、④
情
報
シ
ス
テ
ム
へ

の
入
力
作
業
の
効
率
化
と
な
り
ま
す
。

デ
ー
タ
の
連
携
強
化
や
全
体
プ
ロ
セ
ス

の
合
理
化
・
効
率
化
を
図
る
こ
と
で
、

リ
サ
イ
ク
ル
業
務
に
お
け
る
一
連
の
流

れ
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
こ
と
が
大

き
な
目
的
と
な
っ
て
い
ま
す
」

情
報
シ
ス
テ
ム
の
大
改
造
は
次
世
代

自
動
車
の
リ
サ
イ
ク
ル
品
目
と
し
て
重

要
な
Ｌ
ｉ
Ｂ
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
拡
張
、

異
な
る
プ
レ
ー
ヤ
ー
間
の
ス
ム
ー
ズ
な

連
携
、
作
業
の
効
率
化
に
重
点
を
置
い

た
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
と
い
え
る
。

「
新
し
い
シ
ス
テ
ム
は
、
リ

サ
イ
ク
ル
高
度
化
に
資
す
る

デ
ー
タ
ハ
ブ
と
し
て
、
作
業
効

率
の
向
上
や
利
用
者
視
点
に

立
っ
た
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
の
改

善
を
通
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ロ

セ
ス
全
体
の
最
適
化
に
貢
献
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
間
で
情
報
共
有
と
連
携

促
進
が
促
さ
れ
、
業
務
改
革
の

観
点
か
ら
も
デ
ー
タ
を
生
か
し

た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

や
付
加
価
値
の
創
出
を
ア
シ
ス

ト
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

こ
の
よ
う
に
、
リ
サ
イ
ク
ル

情
報
シ
ス
テ
ム
の
大
改
造
は
、
社
会
に

多
く
の
価
値
を
創
出
す
る
た
め
の
基
盤

に
な
る
と
栗
田
氏
は
強
調
す
る
。
ま
た
、

昨
今
注
目
を
集
め
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会

の
実
現
な
ど
、
新
時
代
の
移
動
手
段
へ

の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
に
は
、
こ
れ
か
ら

も
新
素
材
の
導
入
や
技
術
革
新
が
不
可

欠
と
な
る
。
リ
サ
イ
ク
ル
の
プ
ロ
セ
ス

を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
こ
と
は
、
環
境
負

荷
に
対
す
る
リ
ス
ク
の
低
減
に
よ
っ
て
、

革
新
的
な
ア
イ
デ
ア
の
創
出
に
も
寄
与

す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

新
情
報
シ
ス
テ
ム
へ
の
大
改
造
は
、

循
環
型
社
会
の
実
現
と
と
も
に
、
日
本

が
誇
る
自
動
車
産
業
の
発
展
を
支
え
る

強
い
基
盤
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
お問い合わせ　自動車リサイクル促進センター　https://www.jarc.or.jp AD

公益財団法人自動車リサイクルセンター
業務執行理事CIO 栗田 聡氏

※1 「Mobility as a Service」の略。公共交通手段などの移動手段をICT（情報通信技術）でシームレスに結び、複数手段による移動を一つのサービスとして捉える概念

大改造・4つのポイント

プロセス効率化によって、新たなビジネスチャンスや革新的なアイデア創出に寄与

LiBのリサイクルプロセス全体を
合理化・効率化。データ連携の
強化で、LiBに含まれる希少資
源の回収をスムーズにし、トレー
サビリティの担保が可能に。

データに基づいて自治体との
連携を強化することで、各事業
者による適切なリサイクル処理
に寄与。

新情報システムと官公庁が管
理する情報システムとの連携
を強化し、官公庁作成アプリ
から新情報システムの情報閲
覧が可能に。

手入力の作業を、スマホ・タブ
レットのカメラを利用した画像
認識などを用いることで作業時
間の短縮、スムーズな移動報告
処理の実現へ。

LiBの情報提供による
効率的な回収

移動報告データの
蓄積・活用による
自治体との連携強化

情報システムへの
入力作業の効率化

他システムとの
情報連携強化

※2 使用済み自動車の引き渡しからリサイクル完了までのデータ

21 3 4

自動車リサイクル促進センター

自動車リサイクル
情報システム
大改造がもたらす価値

新時代のクルマ、
意外な課題は 再利用の道筋

次世代自動車の普及や MaaS（※1）への注目など、100年に一度の大
変革を迎えている自動車業界。先端技術の搭載による自動車の構造
変化は、自動車リサイクル業界においてもまた、大きな変革の契機となっ
た。「新時代のクルマ」に適応したリサイクルプロセス構築の必要性が
高まる中、公益財団法人自動車リサイクル促進センター（以下、
JARC）は、従来の情報システムの大改造を推進している。自動車リサ
イクルの未来をつくるプロジェクト、その全貌と意義とは。JARC業務
執行理事CIOの栗田聡氏に聞いた。 
制作／東洋経済企画広告制作チーム


